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令和５年度第４回奈良市プロポーザル採否審査会会議録 

開催日時 令和５年６月２６日（月）午後２時１５分から 

開催場所 奈良市役所 中央棟 5階  秘書広報課会議室 

出 席 者 

委員長 鈴木副市長 

委 員 
中岡法令遵守監察監 吉村総務部長  

谷田市民部長 山口環境部長 田上建設部長 

事務局 契約課長、契約課課長補佐  

開催形態 公開（傍聴人 ０人） 担当課 
案件①② 産業政策課 

案件③ 総合政策課 

議題又は 

案件 

案件① 令和５年度奈良市サテライトオフィス誘致（コンテンツ強化）事業業務委

託 

案件② 令和５年度奈良市サテライトオフィス誘致（Web 広告活用によるリード獲

得）事業業務委託 

案件③ 奈良市万博関連事業プロモーション支援等業務委託 

決定又は取り

纏め事項 
案件①②③とも採用 

議事の概要及び議題又は案件に対する主な意見等 

１．議事の概要 

案件① 令和５年度奈良市サテライトオフィス誘致（コンテンツ強化）事業業務委託 

（１）業務の目的 

企業の集積及び雇用機会の増大を図ることによる産業の活性化を目的に企業誘致の取り組み

を実施しています。企業誘致の取り組みを進める中では、本市における大阪や京都への交通ア

クセスの良さや優秀な人材の豊富さ、自然災害リスクの少なさ、さらに一定の都市機能を持ち

ながら、世界遺産でもある自然や文化財が市街地のすぐそばに存在しているクリエイティビテ

ィ溢れる環境が他都市にはない特性として高く評価されています。 

今年度は、これらの特性を備えた「働くまち」としての観点から本市の魅力を伝える域内企

業・学術機関等のインタビューコンテンツの充実を図るとともに、それらを有効に発信するた

めの企業誘致特別サイトの作成を行います。 

このことを踏まえて、本事業では、効果的・効率的な WEB広告の運用についての知見を有す

る民間事業者へ事業を委託し、上記コンテンツ及び企業誘致特別サイトを IT・クリエイティブ

企業やサテライトオフィス開設に関心がある企業に向けて発信するための Web広告を展開する

ことで、本市が「多様な働き方ができるまち」であることの認知度向上及び本市へのサテライ

トオフィスの立地促進を図ることを目的としています。 

 

（２）プロポーザル方式を採用する具体的な理由 

当該業務では「奈良市で暮らす」の魅力を冊子で表現するために、紙面のデザイン・レイア

ウト、インタビュー記事の編集、写真、キャッチコピー・文章など、高度な創造性が求められ
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る。質の高い訴求力のある制作物を納品することができる適切な事業者を選定するには、価格

のみによる競争に適さない。企画提案を求め、その内容や能力などを比較した上で事業者の選

定を行うべき事業と考えるため、公募型プロポーザル方式を採用する。 

 

案件② 令和５年度奈良市サテライトオフィス誘致（Web 広告活用によるリード獲得）事業業

務委託 

（１）業務の目的 

企業の集積及び雇用機会の増大を図ることによる産業の活性化を目的に企業誘致の取り組み

を実施しています。企業誘致の取り組みを進める中では、本市における大阪や京都への交通ア

クセスの良さや優秀な人材の豊富さ、自然災害リスクの少なさ、さらに一定の都市機能を持ち

ながら、世界遺産でもある自然や文化財が市街地のすぐそばに存在しているクリエイティビテ

ィ溢れる環境が他都市にはない特性として高く評価されています。 

今年度は、これらの特性を備えた「働くまち」としての観点から本市の魅力を伝える域内企

業・学術機関等のインタビューコンテンツの充実を図るとともに、それらを有効に発信するた

めの企業誘致特別サイトの作成を行います。 

このことを踏まえて、本事業では、効果的・効率的な WEB広告の運用についての知見を有す

る民間事業者へ事業を委託し、上記コンテンツ及び企業誘致特別サイトを IT・クリエイティブ

企業やサテライトオフィス開設に関心がある企業に向けて発信するための Web広告を展開する

ことで、本市が「多様な働き方ができるまち」であることの認知度向上及び本市へのサテライ

トオフィスの立地促進を図ることを目的としています。 

 

（２）プロポーザル方式を採用する具体的な理由 

上記の業務目的を達成するためには、目的に適した広告媒体の選定やターゲットに対して効

果的・効率的に情報発信をすることができる広報戦略の知識を有する事業者が必要であり、そ

の性質及び目的が価格のみによる競争入札に適さないため、企画提案書の提出やプレゼンテー

ション、ヒアリングにより審査を行う、公募型プロポーザル方式により、総合的に事業者比較

を行い、受託事業者を選定しようとするものです。 

 

案件③ 奈良市万博関連事業プロモーション支援等業務委託 

（１）業務の目的 

２０２５年日本国際博覧会（以下、「万博」という。）は、国際イベントのなかでも来場者見

込み・開催期間ともに最大級規模の催しであり、この機会を最大限活用することで万博会場や

様々な地域からの誘客並びに本市の持続可能な発展の加速が期待される。 

そのため、本市が推進している事業をはじめ、地域における様々な主体を巻き込んだ共創に

よる課題解決をさらに加速させるとともに、万博と連携した地域内外へのプロモーションを通

じて本市の取組の認知度を高めることで、さらなる誘客や関係人口の創出を目指す。 

本業務は、上記のプロモーションを万博開催年に向けて戦略的に展開できるよう戦略立案や

実施等を委託するもの。 

 

（２）プロポーザル方式を採用する具体的な理由 
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当該業務では、２０２５年大阪・関西万博と関連して、本市が取り組んでいる主要なプロジ

ェクトについてプロモーションを行うことで、市民や企業等、様々な主体を巻き込んだ共創に

よる地域課題解決の加速を図るものであり、万博のテーマや奈良の特徴、先端技術等のトレン

ドを踏まえた、多角的なプロモーションの実施が求められる。 

このことより当該業務について企画提案を求め、その内容や能力などを総合的に比較した上

で事業者の選定を行うべき事業と考えるため、公募型プロポーザル方式を採用する。 

 

２．審議 

受託者選定にあたって、プロポーザル方式が適切かの審議を行った。 

 

３．結論 

 プロポーザル方式を採用した。 

 

 

 

 


